










































































（0 ～ 2 ヶ月）　②対面的共同注意（2 ～ 6 ヶ月）　③支持的共同注意（6 ～ 9 ヶ月）　④意図











































①前共同注意（0 ～ 2 ヶ月） 自他の一体感（未分化）
②対面的共同注意（2 ～ 6 ヶ月） 自他の成立
 他者の理解に支えられた間主観的自己
 第三の対象物の出現
③支持的共同注意（6 ～ 9 ヶ月） 第三の対象物の共有
④意図共有的共同注意（9 ～ 12 ヶ月） 対象物を通した相互の関わりの理解












































































































生じる」（ヴィゴツキー，1930 ?1931 /1983，p. 315）と述べている。人は生命の主体として
生まれるが，他者との相互作用なしでは人格（自己アイデンティティ）を形成できないとい
うことである。またヴィゴツキーは，人格を動的な意味体系と捉え，ことばの意味形成を
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